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入
学
前
後
の
２
回
の
合
宿
で

新
入
生
を「
中
学
生
に
す
る
」

石
川
県

羽は

咋く

い

市
立
羽
咋
中
学
校

小
学
６
年
生
の
11
月
に
中
学
１
年
生
と
「
宿
泊
体
験
学
習
」
を
行
い
、

更
に
、
中
学
入
学
後
の
４
月
下
旬
に
は
２
泊
３
日
の
「
宿
泊
研
修
」
を
行
う
羽
咋
市
立
羽
咋
中
学
校
。

こ
の
二
つ
の
合
宿
を
柱
に
し
、
中
学
生
ら
し
い
学
習
習
慣
の
形
成
を
１
年
生
の
導
入
期
に
徹
底
し
て
行
っ
て
い
る
。
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「学力保障」のために、移行期間の今できること
第 3 回

中学校導入期に学習習慣を定着させる

　
羽
咋
市
の
中
心
市
街
地
に
位
置
す
る
羽
咋
中
学
校

は
、
５
年
前
か
ら
校
区
の
小
学
校
と
の
連
携
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
中
学
校
の
行
事
紹
介
や
中
学
校
教
師

に
よ
る
小
学
校
へ
の
出
前
授
業
か
ら
始
め
、
段
階
的

に
連
携
を
深
め
て
き
た
。
２
０
０
９
年
度
に
同
校
に

赴
任
し
た
藤
田
茂
校
長
は
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
の

ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
中
学
校
へ
の
入
学
前
、
子
ど
も
の
心
は
期
待
と

不
安
で
満
ち
て
い
ま
す
。
本
校
に
も
、
見
通
し
を
持

て
な
い
こ
と
か
ら
不
安
を
抱
き
、
過
度
に
緊
張
し
て

入
学
し
て
く
る
生
徒
が
い
ま
し
た
。
適
度
な
緊
張
感

は
必
要
で
す
が
、
と
も
す
る
と
学
習
ス
タ
イ
ル
の

ギ
ャ
ッ
プ
の
大
き
さ
に
戸
惑
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
最

悪
の
場
合
、『
学
校
に
行
き
た
く
な
い
』
と
思
っ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
中

学
校
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
』
と
い
う
見
通
し
を
持

た
せ
、『
中
学
生
に
な
る
ん
だ
』
と
い
う
自
覚
を
強

め
る
こ
と
で
、
中
学
生
ら
し
い
学
習
ス
タ
イ
ル
に
ス

ム
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
し

た
」

　
同
校
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
新
入
生
に
中
学
校
生

活
の
見
通
し
を
持
た
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

取
り
組
み
を
見
て
い
こ
う
。

　
最
も
特
色
あ
る
取
り
組
み
は
、
08
年
度
か
ら
毎
年

11
月
頃
に
実
施
し
て
い
る
「
小
中
交
流
　
宿
泊
体
験

学
習
（
以
下
、
宿
泊
体
験
学
習
）」
で
あ
る
。
校
区

の
四
つ
の
小
学
校
の
６
年
生
と
同
校
の
中
学
１
年
生

が
、
校
区
内
に
あ
る
「
国
立
能
登
青
少
年
交
流
の
家

（
以
下
、
青
少
年
交
流
の
家
）」
に
１
泊
２
日
で
一
緒

に
活
動
す
る
と
い
う
も
の
。
入
学
前
か
ら
子
ど
も
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
中
１
ギ
ャ
ッ

プ
を
軽
減
す
る
の
が
ね
ら
い
だ
。

　
09
年
度
は
、
小
学
６
年
生
１
５
１
人
と
中
学
１
年

生
１
６
１
人
の
全
員
が
参
加
。
小
・
中
学
生
混
合
と

し
て
１
班
22
〜
24
人
の
13
班
に
分
け
た
。

　
活
動
内
容
は
、
子
ど
も
同
士
で
協
力
し
合
わ
な
け

れ
ば
達
成
で
き
な
い
よ
う
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

中
心
だ
。
与
え
ら
れ
た
情
報
を
基
に
宝
島
の
地
図
を

完
成
さ
せ
る
「
な
ぞ
の
宝
島
」、
一
人
ず
つ
見
て
き

た
絵
を
画
用
紙
に
再
現
し
て
い
く「
人
間
コ
ピ
ー
機
」

な
ど
を
行
っ
た
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
小
・
中
学
生
の
縦
の

つ
な
が
り
と
、
四
つ
の
小
学
校
か
ら
集
ま
る
小
学
生

同
士
の
横
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
。
中
学
校
で
置

か
れ
る
状
況
を
、
入
学
前
に
体
験
で
き
る
の
だ
。
特

に
、規
模
が
小
さ
い
小
学
校
の
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
言
う
。

　「
本
校
の
校
区
に
は
四
つ
の
小
学
校
が
あ
り
ま
す

が
、
う
ち
３
校
は
１
学
年
20
人
程
度
の
小
規
模
校
で

す
。
つ
ま
り
、
３
校
の
小
学
生
は
、
班
の
中
で
も

同
じ
出
身
者
が
１
、２
人
ず
つ
の
少
数
派
に
な
り
ま

す
。
３
校
は
い
ず
れ
も
郊
外
に
位
置
す
る
た
め
、
純

朴
な
気
質
が
強
く
、
自
分
の
意
見
を
主
張
す
る
の
が

や
や
苦
手
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
３
校
の
先
生
方
か

ら
は
『
中
学
校
で
は
少
数
派
に
な
る
と
い
う
現
実
を

早
い
段
階
で
体
験
で
き
る
効
果
は
大
き
く
、
中
学
校

に
入
っ
て
か
ら
心
細
さ
を
感
じ
る
の
を
未
然
に
防
げ

る
』
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
」（
藤
田
校
長
）

　
09
年
度
、１
学
年
主
任
と
し
て
「
宿
泊
体
験
学
習
」

を
指
導
し
た
白
山
芳
治
先
生
は
、
中
学
１
年
生
が
先

輩
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
る
効
果
も
あ
る
と
指
摘
す

る
。

　「
３
校
の
小
学
生
は
他
の
子
ど
も
に
溶
け
込
み
に

く
い
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
同
じ
小
学
校
出
身
の
中

学
１
年
生
が
気
を
遣
っ
て
声
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。

中
学
１
年
生
は
、
前
年
度
、
小
学
６
年
生
の
時
に
参

加
し
た
経
験
か
ら
、
後
輩
の
面
倒
を
み
よ
う
と
す
る

の
で
す
。
１
年
目
は
先
輩
に
教
え
ら
れ
、
２
年
目
は

羽
咋
市
立
羽
咋
中
学
校

湊
口
博

教
務
主
任
。
理
科
担
当
。「
出
来
る
だ
け
長

く
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
い
る
時
間
を
過
ご

し
た
い
」

羽
咋
市
立
羽
咋
中
学
校
校
長

藤
田
茂

「
笑
顔
と
挨
拶
が
あ
ふ
れ
る
学
校
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
」

「
中
学
生
に
な
る
ん
だ
」と
い
う

自
覚
を
導
入
期
で
持
た
せ
る

羽
咋
市
立
羽
咋
中
学
校

白
山
芳
治

２
学
年
主
任
。
数
学
科
担
当
。「
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
や
活
動
を
通
し
て
、リ
ー
ダ
ー
に
な
る
子

ど
も
を
数
多
く
育
て
た
い
」

小
６
と
中
１
の
合
同
合
宿
で

中
学
校
生
活
に
見
通
し
を
持
た
せ
る
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逆
に
先
輩
と
し
て
後
輩
に
教
え
る
立
場
に
な
る
わ
け

で
す
。
生
徒
は
、
自
分
が
し
て
も
ら
っ
て
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
、
相
手
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
を
意

識
し
て
行
動
し
て
い
ま
し
た
。
異
な
る
立
場
で
２
年

間
を
通
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
い

ま
す
」

　
他
に
も
、
中
学
２
年
生
が
母
校
の
小
学
校
を
訪
れ

て
小
学
６
年
生
と
交
流
す
る
「
先
輩
と
語
る
会
」
や

授
業
交
流
な
ど
、
小
・
中
学
校
が
交
流
す
る
機
会
を

設
け
て
い
る
（
図
１
）。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目

の
湊
口
博
先
生
は
、
新
入
生
の
変
化
を
次
の
よ
う
に

語
る
。

　「
以
前
の
新
入
生
は
表
情
が
こ
わ
ば
っ
て
い
ま
し

た
が
、
少
し
ず
つ
緊
張
感
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
中
学
校
へ
の
不
安
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
緊
張
感
が
薄
れ
す
ぎ
て
い
る
点
の
改

善
が
今
後
の
課
題
で
す
」

　
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
不
登
校
の
生
徒
も
減
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
。

　
人
間
関
係
の
面
だ
け
で
な
く
、
中
学
校
で
の
学
習

も
い
ち
早
く
体
験
さ
せ
る
。
入
学
式
の
翌
日
に
小
学

校
の
総
復
習
的
な
内
容
を
出
題
す
る「
進
級
テ
ス
ト
」

を
実
施
す
る
と
共
に
、
そ
の
準
備
の
た
め
の
春
休
み

の
課
題
「
進
級
テ
ス
ト
用
学
習
プ
リ
ン
ト
」（
図
２
）

に
取
り
組
ま
せ
る
の
だ
。

　
同
校
で
は
、
３
月
中
旬
に
新
入
生
向
け
の
部
活
動

紹
介
を
行
う
。
こ
の
時
に
、
国
語
、
算
数
、
理
科
、

社
会
の
４
教
科
の
「
進
級
テ
ス
ト
」
を
入
学
後
す
ぐ

に
実
施
す
る
と
伝
え
、「
進
級
テ
ス
ト
用
学
習
プ
リ

ン
ト
」
を
配
布
す
る
。
春
休
み
中
に
各
自
で
取
り
組

み
、
プ
リ
ン
ト
は
入
学
式
当
日
に
提
出
す
る
。

　「
進
級
テ
ス
ト
用
学
習
プ
リ
ン
ト
」
は
問
題
用
紙

と
解
答
用
紙
が
別
々
で
あ
り
、「
進
級
テ
ス
ト
」
に

似
た
テ
ス
ト
形
式
に
し
て
あ
る
。
た
だ
し
、
テ
ス
ト

は
プ
リ
ン
ト
か
ら
出
題
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
も
中
学
校
で
の
テ
ス
ト
の
形
式
に
慣
れ
て
も

ら
う
た
め
の
も
の
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　「
進
級
テ
ス
ト
」
は
入
学
式
の
翌
日
に
実
施
。
制

限
時
間
は
各
教
科
50
分
間
で
、
結
果
は
２
週
間
後
に

生
徒
に
返
却
す
る
。

　「
テ
ス
ト
結
果
に
よ
っ
て
、
生
徒
個
々
の
学
力
を

早
期
に
把
握
で
き
る
た
め
、
授
業
の
難
易
度
を
設
定

図2 「進級テスト用学習プリント」

「進級テスト用の学習プリント」は、春休みに取り組ませることで、
学習習慣が途切れることを防ぐ

図1 小６から中１導入期の取り組みの流れ

 ６月 ・羽咋郡市唐戸山相撲大会見学─羽咋郡内と同市
内の中学校６校による相撲大会を校区の小学生
が見学

 １１月 ・小中交流　宿泊体験学習─校区の小学６年生と
中学１年生が合同で1泊 2日の合宿

 
 １２月 ・入学説明会─小学６年生と保護者、小学校の学

級担任を対象に開催

 ２月 ・先輩と語る会─中 2の生徒が母校に出向き、小
6の児童の質問に応える

 ３月 ・新入生仮入学─中学生活をスムーズにスタートで
きるよう、学習の取り組みや部活動を紹介

  ・進級テスト用学習プリント─入学後の進級テスト
の準備として、春休みの課題プリントを配布

 ４月 ・進級テスト─入学式翌日に国語・算数・理科・社
会の４教科のテストを実施

  ・宿泊研修─ 2 泊 3日にわたって、人間関係づくり
や学級づくりを進める

 ５月 ・小学校旧担任団による授業参観─小学校の旧担
任を招いての授業参観を開いた後、旧担任と生徒
の懇談会、旧担任と中１学年団の連絡会もそれぞ
れ開催

＊学校資料を基に編集部で作成

「
進
級
テ
ス
ト
」で

中
間
テ
ス
ト
を
プ
レ
体
験
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「学力保障」のために、移行期間の今できること
第 3 回

中学校導入期に学習習慣を定着させる

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
学
力
が
高
け
れ
ば
、
最
初

か
ら
難
し
い
問
題
を
出
す
と
い
う
授
業
の
組
み
立
て

も
可
能
で
す
」（
湊
口
先
生
）

　
ま
た
、
最
初
の
中
間
テ
ス
ト
前
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
中
学
校
の
テ
ス
ト
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
、

新
入
生
が
体
験
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　「
小
学
校
の
テ
ス
ト
で
は
、
多
く
の
子
ど
も
が
90

点
以
上
、
時
に
は
満
点
を
取
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

中
学
校
の
テ
ス
ト
は
平
均
点
が
60
点
程
度
で
す
。
小

学
生
の
時
に
は
高
得
点
だ
っ
た
の
に
中
学
生
に
な
っ

た
ら
い
き
な
り
点
数
が
低
く
な
り
、
そ
こ
に
ギ
ャ
ッ

プ
を
感
じ
て
学
習
意
欲
を
な
く
す
生
徒
は
か
な
り
い

ま
す
。
そ
こ
で
、『
進
級
テ
ス
ト
』
は
平
均
点
が
70

〜
80
点
に
な
る
よ
う
に
作
問
し
、
中
学
校
の
テ
ス
ト

を
プ
レ
体
験
さ
せ
て
い
ま
す
」（
湊
口
先
生
）

　
10
年
度
は
、
４
教
科
平
均
で
正
答
率
は
77
％
だ
っ

た
。

　「『
進
級
テ
ス
ト
』
は
、
保
護
者
に
対
し
て
も
中
学

校
の
テ
ス
ト
の
ス
タ
イ
ル
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。『
進
級
テ
ス
ト
』
が
ク
ッ
シ
ョ
ン

役
に
な
っ
て
、
中
間
テ
ス
ト
、
期
末
テ
ス
ト
で
『
子

ど
も
の
テ
ス
ト
の
点
数
が
こ
ん
な
に
下
が
っ
た
』
と

驚
か
ず
に
済
む
よ
う
で
す
」（
藤
田
校
長
）

　
４
月
下
旬
に
は
、
再
び
青
少
年
交
流
の
家
で
、
新

入
生
の
み
の
「
宿
泊
研
修
」
を
行
う
。
２
泊
３
日
の

日
程
で
、「
研
修
３
　
学
級
目
標
の
作
成
と
個
人
目

標
づ
く
り
」「
研
修
４
　
作
文
『
中
学
生
に
な
っ
て
』」

「
研
修
６

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
」
な
ど
に
学
級

単
位
・
班
単
位
で
取
り
組
む
（
図
３
）。
５
分
前
行

動
な
ど
の
規
律
を
徹
底
的
に
指
導
し
、
ク
ラ
ス
目
標

や
個
人
目
標
を
立
て
さ
せ
、
中
学
生
と
し
て
の
自
覚

を
持
た
せ
る
と
共
に
、
生
徒
同
士
、
生
徒
と
教
師
の

人
間
関
係
を
育
み
、
学
級
集
団
の
形
成
を
図
る
。

　
藤
田
校
長
は
、
授
業
時
間
を
割
い
て
で
も
「
宿
泊

研
修
」
を
実
施
す
る
意
義
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
生
徒
が
教
師
を
信
頼
し
な
け
れ
ば
、
授
業
は
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
教
師
と
生
徒
の
関
係
、
生
徒
同
士

の
関
係
が
構
築
さ
れ
て
初
め
て
、
授
業
で
学
ん
だ
内

容
が
身
に
付
く
の
で
す
。
入
学
当
初
は
緊
張
し
て
い

た
生
徒
た
ち
が
、
１
週
間
、
２
週
間
た
つ
に
つ
れ
、

だ
ん
だ
ん
素
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
、
４
月
下
旬
に

も
な
る
と
互
い
に
慣
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
時
期
に
ク

図3 「宿泊研修」２泊３日の内容

１
日
目

２
日
目

３
日
目

8:00 学校に集合
8: 15 出発式
9:30 青少年交流の家到着

10:00 入所式
研修１◎オリエンテーション
・代表挨拶、施設利用についての説明、諸注意

10:30 荷物移動
11:00 研修２◎学年集会

・体育館に集合し「中学生とはどういうものか」、学年主
　任の話を聞く。

11:50 昼食
13:00 研修３◎学級目標の作成と個人目標づくり

・生徒一人ひとりが、中学１年生としての目標を立て、そ
　の後、クラス全体での１年間の目標を立てる

17:00 イブニングタイム
18:00 夕食
18:40 ベッドメーキング
19:00 研修４◎作文「中学生になって」

・中学３年間で何がしたいのか、夢や目標を１０００字程
　度の作文に書く

20:30 寝具、お茶の配布
21:00 入浴
21:50 室長会議
22:30 就寝

6:30 起床
7:00 フレッシュタイム
7:20 朝食
8:30 清掃（決められた場所を協力して、丁寧に掃除する）
9:00 研修５◎レクリエーション説明、校歌練習、対抗戦
  ・クラスごとにゲーム等を行う。親睦を図るのが目的。

　校歌の練習を行い、クラスごとに全クラスの前で歌う
12:00 昼食
13:30 研修６◎オリエンテーリング
  ・各クラス５～６グループに分かれ、敷地内でオリエン

　テーリングを行う。教師がチェックポイントに立つ
17:00 イブニングタイム
17:30 入浴
18:30 夕食
19:30 研修７◎自習帳学習
  ・家庭での学習の仕方を指導する。自習帳のよい例を見

　せながら、家庭学習の意識付けを行う
21:00 就寝準備
21:30 室長会議
22:30 就寝

6:30 起床
7:00 フレッシュタイム
7:20 清掃（決められた場所を協力して、丁寧に掃除する）
8:00 朝食
8:40 宿舎点呼
9:30 研修８◎防犯講座「中学生が陥りやすい犯罪」
  ・警察署から講師を派遣してもらい講演
10:30 お礼の言葉
10:40 クラス発表会
12:50 昼食
13:40 退所式
14:00 出発
15:00 帰校式
15:30 終礼（教室でしおりのふり返りを記入）

４
月
下
旬
の
２
度
目
の
合
宿
で

学
び
に
向
か
う
学
級
集
団
を
つ
く
る
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ラ
ス
メ
ー
ト
と
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
互
い
を
も
っ

と
知
り
、
自
分
た
ち
の
ク
ラ
ス
を
ど
の
よ
う
な
学
級

に
し
て
い
き
た
い
の
か
、
学
級
目
標
を
立
て
さ
せ
る

の
で
す
。
普
段
の
学
校
生
活

で
は
話
し
合
い
を
す
る
に
も

１
コ
マ
50
分
と
い
う
区
切
り

が
あ
り
ま
す
が
、
合
宿
で
は

じ
っ
く
り
話
し
合
う
こ
と
が

出
来
ま
す
」

　「
宿
泊
研
修
」
で
は
、
学

習
習
慣
の
定
着
に
向
け
て
、

同
校
特
有
の
指
導
も
行
う
。

２
日
目
夜
の
「
自
習
帳
」
を

使
っ
た
１
時
間
半
の
家
庭
学

習
指
導
が
そ
れ
に
当
た
る
。

「
自
習
帳
」（
図
４
）
は
、
宿

題
と
は
別
に
毎
日
家
で
自
習

し
、
担
任
に
提
出
す
る
と
い

う
取
り
組
み
。
入
学
時
に
は

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
き
、
中
学

生
と
し
て
の
授
業
の
受
け

方
、
家
庭
学
習
の
仕
方
な
ど

と
共
に
、
そ
こ
で
「
自
習
帳
」

の
取
り
組
み
方
も
説
明
し
て

い
る
が
、
合
宿
の
場
で
改
め

て
そ
の
意
義
を
確
認
す
る
。

　「
最
初
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
を
大
き
く
書
い
た
り
、
２

〜
３
題
の
計
算
練
習
を
大
き

く
書
い
た
り
し
て
く
る
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

宿
泊
研
修
を
利
用
し
て
、
見
本
を
見
せ
、
ど
の
よ
う

な
自
習
を
し
て
ほ
し
い
の
か
を
、
担
任
が
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
時
間
に
し
て
い
ま
す
。
本
校
の
調
査
で
は
、

１
年
生
の
家
庭
学
習
の
平
均
は
１
時
間
15
分
で
し
た

が
、
１
年
生
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
家
庭
学
習
の
時

間
と
し
て
、
１
時
間
半
に
し
ま
し
た
」（
湊
口
先
生
）

　
担
任
が
十
分
な
時
間
を
か
け
て
生
徒
と
触
れ
合
え

る
た
め
、
早
期
に
生
徒
の
個
性
を
つ
か
め
る
場
に
も

な
っ
て
い
る
と
、
藤
田
校
長
は
説
明
す
る
。

　「
研
修
は
も
ち
ろ
ん
、
食
事
も
入
浴
も
班
ご
と
に

行
い
ま
す
。
３
日
間
も
一
緒
に
い
れ
ば
、
そ
れ
ま
で

目
立
た
な
か
っ
た
の
に
積
極
的
に
仕
切
り
出
す
生
徒

が
い
た
り
、誰
も
や
り
た
が
ら
ず
に
困
っ
た
時
に『
俺

が
や
る
！
』
と
手
を
挙
げ
て
責
任
感
の
強
さ
を
う
か

が
わ
せ
る
生
徒
が
出
て
き
た
り
と
、
生
徒
の
い
ろ
い

ろ
な
面
が
見
ら
れ
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
こ
う
し
た
導
入
期
の
指
導
で
つ
く
り
上
げ
た
リ
ズ

ム
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
指
導

す
る
。
そ
の
核
に
な
る
の
が
、
毎
日
、
担
任
に
提
出

さ
せ
る
「
自
習
帳
」
と
「
生
活
記
録
帳
」
だ
。

　「
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
方
は
教
師
に
任
さ
れ
て
い
て
、

両
方
に
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
返
却
す
る
担
任
も
い
ま

す
し
、
私
の
よ
う
に
ど
ち
ら
か
一
方
に
検
印
を
し
て

返
す
担
任
も
い
ま
す
。
た
だ
、
毎
日
必
ず
目
を
通
す

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
生
徒
が
書
い
て
あ
る
こ
と
を

見
る
だ
け
で
も
、
生
徒
の
様
子
の
変
化
を
つ
か
む
糸

口
に
な
る
か
ら
で
す
。
生
活
リ
ズ
ム
の
崩
れ
の
兆
候

に
気
付
い
て
、未
然
に
防
げ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

図4 「自習帳」の例

「自習帳」は、宿題以外に毎日ノート２ページ分
勉強をするというもの。内容に制限はないため、
好きな教科に取り組む生徒もいれば、苦手を頑
張ろうとする生徒もいる。単に英単語や漢字の
書き取り、簡単な計算問題ばかりとならないよ
う、チェックするのも担任の役目だ

「
自
習
帳
」と
「
生
活
記
録
帳
」で

学
習
の
リ
ズ
ム
を
チ
ェ
ッ
ク



21 ［中学版］2010 Vol .3

特集

「学力保障」のために、移行期間の今できること
第 3 回

中学校導入期に学習習慣を定着させる

（
湊
口
先
生
）

　
た
だ
で
さ
え
学
校
が
多
忙
に
な
っ
て
い
る
中
で
、

「
自
習
帳
」
と
「
生
活
記
録
帳
」
の
両
方
を
見
る
の

は
負
担
に
な
る
。
藤
田
校
長
は
「
生
活
記
録
帳
を
止

め
て
は
ど
う
か
」と
提
案
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
教
師
か
ら
は
「
必
要
で
す
」
と
い
う
答
え

が
返
っ
て
き
た
。

　「
１
ク
ラ
ス
40
人
も
い
れ
ば
、
話
を
し
な
い
で
１

日
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
生
徒
が
い
ま
す
。『
生
活
記

録
帳
』
が
あ
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
生
徒
の
様
子
が

分
か
る
か
ら
必
要
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
忙
し
い
こ

と
を
理
由
に
生
徒
と
の
か
か
わ
り
を
少
な
く
し
て
し

ま
う
と
、
必
ず
ひ
ず
み
が
出
て
き
ま
す
。
確
か
に
先

生
方
は
忙
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
生
徒
と
向
き
合

う
こ
と
か
ら
逃
げ
て
は
い
け
な
い
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。
何
を
大
事
に
す
べ
き
か
取
捨
選
択
し
て
整
理

す
る
こ
と
が
、
校
長
の
役
割
と
し
て
大
切
な
の
だ
と

再
認
識
し
ま
し
た
」（
藤
田
校
長
）

　
湊
口
先
生
は
「
生
徒
の
役
に
立
っ
て
い
る
」
と
い

う
実
感
が
最
大
の
動
機
付
け
に
な
る
と
語
る
。

　「
自
分
の
し
て
い
る
こ
と
が
生
徒
の
役
に
立
っ
て

い
る
と
実
感
で
き
る
な
ら
ば
、
ど
れ
ほ
ど
忙
し
く
て

も
多
忙
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
自
習
帳
』
の
チ
ェ
ッ

ク
も
そ
う
で
す
が
、
生
徒
を
知
る
こ
と
は
楽
し
い
で

す
し
、
充
実
感
が
あ
り
ま
す
」

　
行
事
を
精
選
す
る
学
校
が
多
い
中
で
、
小
中
合
同

の
「
宿
泊
体
験
学
習
」
や
２
泊
３
日
の
「
宿
泊
研
修
」

を
あ
え
て
取
り
入
れ
て
い
る
羽
咋
中
学
校
。
学
校
裁

量
の
時
間
に
授
業
を
入
れ
た
り
、
時
に
は
７
時
間
目

に
授
業
し
た
り
と
や
り
繰
り
し
て
時
数
を
確
保
し
て

い
る
。
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行
に
伴
い
時
数
確

保
は
更
に
厳
し
く
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て

き
た
導
入
期
指
導
は
今
後
も
続
け
て
い
く
方
針
だ
。

　
羽
咋
中
学
校
と
校
区
の
小
学
校
と
の
連
携
は
、
羽

咋
市
教
育
委
員
会
（
以
下
、
市
教
委
）
の
「
小
中
交

流
教
育
推
進
事
業
」
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い

る
。
08
年
度
に
始
ま
っ
た
「
宿
泊
体
験
学
習
」
の
主

催
も
、
市
教
委
と
青
少
年
交
流
の
家
（
独
立
行
政
法

人
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
が
運
営
）
で
あ
る
。

初
年
度
は
、同
校
と
そ
の
校
区
の
小
学
校
が
実
施
し
、

そ
の
成
果
を
受
け
て
09
年
度
に
は
市
内
の
も
う
一
つ

の
中
学
校
と
そ
の
校
区
の
小
学
校
で
も
始
め
た
。

　
学
校
教
育
課
の
疋
津
信
一
課
長
は
、
次
の
よ
う
に

話
す
。

　「
我
々
は
、
小
中
の
連
携
を
強
化
し
て
、
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
。一
方
、青
少
年
交
流
の
家
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
育
成
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
力
を
入
れ

て
事
業
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
両

者
の
考
え
が
一
致
し
、事
業
連
携
に
至
っ
た
の
で
す
」

　「
宿
泊
体
験
学
習
」
に
は
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
参
加
す
る
。
市
教
委
と
青
少
年
交
流
の
家
は
、

小
・
中
学
校
間
と
施
設
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
程
調

整
、
な
ら
び
に
事
業
推
進
の
た
め
の
予
算
支
援
な
ど

を
行
い
、
学
校
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

　
市
教
委
は
、
３
年
ほ
ど
前
か
ら
小
・
中
学
校
の
授

業
規
律
を
統
一
で
き
な
い
か
と
模
索
し
て
き
た
。
し

か
し
、
設
定
し
た
ル
ー
ル
が
詳
細
す
ぎ
た
た
め
、
徹

底
し
き
れ
な
か
っ
た
。

　「
10
年
度
は
、
羽
咋
中
学
校
の
１
年
生
と
校
区
の

小
学
校
の
６
年
生
の
授
業
で
、『
聞
か
れ
た
こ
と
は

単
語
で
は
な
く
文
で
答
え
る
』『
発
言
者
に
目
を
向

け
る
』
と
い
う
決
ま
り
ご
と
に
絞
っ
て
統
一
し
ま
し

た
」（
疋
津
課
長
）

　「
宿
泊
体
験
学
習
」
な
ど
は
、
学
校
単
独
で
は
資

金
的
に
も
人
的
に
も
実
施
は
難
し
い
。
そ
う
し
た
取

り
組
み
に
対
し
て
、
市
教
委
が
支
援
し
、
青
少
年
交

流
の
家
等
の
関
係
機
関
と
の
調
整
役
を
果
た
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
小
中
連
携
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
定
着
し
て
き
た
と
い
え
る
。

羽
咋
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
務
担

当
課
長

疋
津
信
一

「
先
生
一
人
ひ
と
り
の
元
気
が
出
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」

◎
石
川
県
羽
咋
市

能
登
半
島
の
付
け
根
に
位
置
す
る
人
口
約
２
万
４
０
０
０
人
の
市
。
日
本
で

唯
一
、一
般
の
自
動
車
や
自
転
車
が
波
打
ち
際
を
走
れ
る
「
千
里
浜
な
ぎ
さ

ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
」
で
知
ら
れ
る
。
市
立
小
学
校
６
校
、
市
立
中
学
校
２
校

を
有
す
る
。

予
算
や
関
係
機
関
と
の

調
整
な
ど
を
担
当

小
学
６
年
生
と
中
学
校
の

授
業
規
律
を
統
一

羽
咋
市
教
育
委
員
会
の
支
援
策


